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 南海放送開局 70 年記念 

「鈴木敏夫とジブリ展」開催 

 

 
南海放送では開局７０年記念として、全国でのべ１００万人以上を動員し

た「鈴木敏夫とジブリ展」を開催いたします。 

本展では、⾼畑勲・宮﨑駿両監督と共に、世界を代表する数々のアニメー

ション映画を世に送り出してきたスタジオジブリ・プロデューサー鈴⽊敏夫

が、幼少期から今まで時代を駆け続けている中で出会った映画作品や書籍

を数多く紹介するとともに、スタジオジブリの誕生秘話や、映画の企画・宣

伝の裏側を丁寧に紹介していきます。 

また会場内には巨大な湯婆婆と銭婆の恋愛・開運おみくじや、鈴木プロデ

ューサーが書いたジブリ作品の「名セリフ」を巨大オブジェにした「吊り文

字」など多くのフォトスポットも用意して皆様をお待ちしております。 

つきましては、本展の取材及び報道にご協力賜りますよう、どうぞよろし

くお願い申し上げます。 
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１．展覧会名  南海放送開局７０年記念 「鈴木敏夫とジブリ展」 

２．内  容 高畑勲・宮﨑駿両監督と共に、世界を代表する数々の 

アニメーション映画を世に送り出したスタジオジブリの 

プロデューサー鈴木敏夫。本展では、戦後の名古屋で育ち、 

昭和、平成、令和の時代を 駆け続けている鈴木敏夫が 

出会った多くの映画作品・書籍とそれを通して見えてくる 

時代背景に注目しました。 

 

【鈴木敏夫プロフィール】 

1948 年、名古屋市生まれ。スタジオジブリ・プロデューサー。 

慶応義塾大学文学部卒業後、徳間書店入社。『アニメージュ』の創刊に 

参加し、副編集長、編集長を務めるかたわら、高畑勲・宮﨑駿作品の 

製作に関わる。1985 年にスタジオジブリの設立に参加し、1989 年から 

スタジオジブリ専従。以後ほぼすべての劇場作品をプロデュースする。 

 
 

スタジオジブリ 

鈴木 敏夫プロデューサー 

撮影：荒木経惟 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどころ① 鈴木敏夫の本棚 

数々の名作を送り出してきた鈴⽊プロデューサーのその頭の中を 

覗いているかのような、凝縮された空間の真ん中で、カオナシが静 

かに読書中。 鈴⽊プロデューサーの隠れ家・「れんが屋」をモチーフ 

にしたこの部屋は、膨大な量の全集などを並べた本の⼩路を通った 

その先に広がっています。鈴⽊プロデューサーのこれまでを形作っ 

たおよそ 8,800 冊の書籍の中には、実際に⼿に取って閲覧できる 

ものもご用意しています。  

鈴木プロデューサーのコメントとともにお楽しみください。 

 

 みどころ② 鈴木敏夫の映画コレクション 

福岡からの新展示として人気を博した約 10,000 作品の映画コー 

ナー。鈴木プロデューサーの毎朝の日課は、ソファでコーヒーを飲み 

ながら、テレビの番組表の確認。好きな映画、これから観たい映画を 

チェックして、監督や俳優でまとめています。今回は、そのようにして 

コレクションされた映画から手に入るものを集めました。 

過去の名作から、隠れた一本まで、映画の歴史もうかがえるコレクシ 

ョンをお楽しみください。 

 

みどころ③ ジブリの世界を感じられる空間 

約３ｍの巨大な湯婆婆、銭婆の口に手を入れて引く恋愛・開運おみくじや、 

トトロ達がお出迎えしてくれるコーナーなど映画の世界が感じられる空間も随所にあります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．会   期    令和５年（２０２３年）１２月９日(土)～令和６年(２０２４年)１月２８日(日) 

・開催時間  9:40～18:00(最終入館 17:30) 

・休館日    １２月１１日(月)、１８日(月)、２５日(月)、２９日(金)、３０日(土)、３１日(日) 

            1 月１日(月・祝)、９日(火)、１５日(月)、２２日(月) 

※なお、一般公開前日の１２月８日(金)に開展式を行います。  

          開展式については詳細が決まり次第、改めてご案内状を送付いたします。 

 

４．会  場   愛媛県美術館 本館１階【企画展示室１・２】・２階【特別展示室・常設展示室３】 

５．主  催   「鈴木敏夫とジブリ展」愛媛展実行委員会(愛媛県・南海放送)  

６．特 別 協 賛   ａｕ（KDDI 株式会社） 

７．愛 媛 展 特 別 協 賛   伊予銀行、愛媛銀行 

８．特 別 協 力   スタジオジブリ 

９．企 画 協 力   ムービック・プロモートサービス、博報堂 DY メディアパートナーズ 

10．展 示 協 力    ア・ファクトリー 

１１．後 援    松山市、松山市教育委員会、愛媛新聞社、朝日新聞松山総局、読売新聞松山支局 

毎日新聞松山支局、RNC 西日本放送、JRT 四国放送、RKC 高知放送(予定)  

12.観覧料     一般 1,700 円(前売)、中高生 1,400 円(前売)、小学生９００円（前売） 

          一般 1,900 円(当日)、中高生 1,600 円(当日)、小学生 1,100 円(当日)  

          ※取扱いはローソンチケットのみ／会期を通して日付指定予約制。 

          ※当日券はローソンでも購入可能。 

          ※団体割引なし／障害者手帳等をお持ちの方とその介護者１名は無料です。 

          ※本展観覧当日に限りコレクション展もご覧いただけます。 

１3.前 売 券 販 売 所   ローソンチケット独占販売(日付指定制)          

          ※前売券販売は１２月８日(金)まで 

１４．その他    画像の報道利用を希望される方は、下記連絡先 

までお申し出ください。 

画像のご利用後、成果物を２部ご提出ください。 

 

※本リリース資料の写真素材をご使用・掲載の際には、 【 ©RENGAYA ©Studio Ghibli 】 と記載してください。 

※鈴木敏夫氏の写真素材をご使用・掲載の際には、 【 撮影：荒木経惟 】 と記載してください。 

※当リリースからの画像使用につきまして、メインビジュアルは必ず使用してください。 

 

【この件に関する問い合わせ先】 

「鈴木敏夫とジブリ展」愛媛展実行委員会(南海放送愛媛アライアンス戦略局内 担当：山内・仲田)  

℡089-915-8889(平日１０:００～１７:00) 

 

 


